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開
会
式

２
０
１
６
年
１
月
16
日
（
土
）
の
開
会
式
の
日
を
迎
え
た
。
青
天
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
開
会
式
日
和
と

な
っ
た
。
開
会
式
は
、
15
時
半
か
ら
ジ
ュ
バ
国
立
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
。
14
時
半
か
ら

の
開
場
と
と
も
に
観
客
が
徐
々
に
入
り
始
め
た
。
し
か
し
、
14
時
は
最
も
暑
い
時
間
帯
で
あ
る
。
こ
の
日
も

40
度
近
く
の
気
温
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
せ
い
な
の
か
、
期
待
し
た
ほ
ど
に
、
観
客
が
集
ま
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
大
丈
夫
か
な
と
思
い
つ
つ
も
、
15
時
か
ら
政
府
要
人
た
ち
が
観
覧
席
に
入
り
始
め
た
。
主
な
要
人

出
席
者
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
政
府
か
ら
は
、
外
務
・
国
際
協
力
大
臣
、
文
化
・
青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
、
法
務
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大
臣
、
労
働
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
・
人
材
開
発
大
臣
、
環
境
大
臣
、
通
信
・
郵
政
大
臣
、
ジ
ュ
ベ
ッ
ク
州
知
事
、

国
際
機
関
か
ら
は
、
U
N
E
S
C
O
現
地
事
務
所
長
、
日
本
か
ら
は
、
在
南
ス
ー
ダ
ン
日
本
国
大
使
、

J
I
C
A
担
当
理
事
と
筆
者
で
あ
っ
た
。
要
人
出
席
者
が
観
覧
席
に
着
席
し
、
イ
ッ
ガ
副
大
統
領
の
到
着
を

待
っ
て
、
15
時
半
か
ら
開
会
式
を
開
始
す
る
と
い
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
は

時
間
ど
お
り
に
物
事
が
進
ま
な
い
。
政
府
関
係
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
う
と
き
も
、
最
も
高
い
立

場
の
人
、
例
え
ば
、
大
臣
で
あ
っ
た
り
、
事
務
次
官
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
た
い
て
い
30
分
や
1
時
間
ぐ
ら

い
は
遅
れ
て
到
着
す
る
。
遅
れ
て
く
る
こ
と
が
権
威
付
け
の
一
つ
の
象
徴
な
の
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
こ

の
日
も
、
イ
ッ
ガ
副
大
統
領
は
1
時
間
遅
れ
て
や
っ
て
き
た
。
我
々
日
本
人
は
や
き
も
き
し
な
が
ら
、
い
ま

か
い
ま
か
と
副
大
統
領
を
待
っ
て
い
た
が
、
南
ス
ー
ダ
ン
人
は
平
然
と
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
観
客
も
そ
れ

を
見
越
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
炎
天
下
の
な
か
で
待
つ
の
が
嫌
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
副

大
統
領
が
到
着
す
る
時
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
続
々
と
ジ
ュ
バ
国
立
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
に
集
ま
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
警
護
を
つ
け
て
イ
ッ
ガ
副
大
統
領
が
会
場
に
到
着
し
、
観
客
や
選
手
た
ち
も

副
大
統
領
の
登
場
に
沸
き
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
着
席
を
合
図
に
、
開
会
予
定
時
間
か
ら
１
時
間
遅
れ
の
16

時
半
に
学
生
と
軍
の
バ
ン
ド
の
演
奏
と
と
も
に
、
国
旗
や
州
の
旗
を
掲
げ
た
選
手
た
ち
が
入
場
行
進
を
し
始

め
た
。
先
頭
に
高
々
と
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
旗
を
掲
げ
、
そ
れ
に
各
州
の
旗
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
示
し
た
旗
と
と

も
に
、
約
３
５
０
名
の
選
手
た
ち
は
胸
を
張
っ
て
誇
ら
し
げ
に
ジ
ュ
バ
国
立
競
技
場
を
行
進
し
た
。
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そ
の
様
子
を
見
て
い
た
閣
僚
た
ち
は
感
動
の
あ
ま

り
、
涙
す
る
も
の
も
い
た
。
例
え
ば
、
現
橋
・
橋
梁

省
大
臣
の
ル
ベ
ッ
カ
大
臣
は
、「
こ
ん
な
日
が
来
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
涙
を
流
し
た
。
彼

女
は
、
当
日
は
他
の
用
事
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
他
の
大
臣
よ
り
も
早
く
会
場
に
現
れ
た
。
彼
女

は
、
１
９
７
２
年
の
統
一
ス
ー
ダ
ン
時
代
に
行
わ
れ

た
「
国
民
結
束
の
日
」
に
お
い
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

選
手
と
し
て
出
場
し
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
、
よ
う
や

く
独
立
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
た
紛
争
が
起
こ
っ

た
こ
と
か
ら
、
彼
女
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
こ
の
よ
う

な
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
の
思
い

と
、
胸
を
張
っ
て
選
手
た
ち
が
行
進
す
る
姿
を
見

て
、
涙
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
教
育
大
臣
の
デ

ン
デ
ン
フ
ォ
ッ
チ
大
臣
も
、
統
一
ス
ー
ダ
ン
時
代
の

第1回「国民結束の日」入場行進
出所：JICA提供。
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「
国
民
結
束
の
日
」
の
と
き
は
学
生
と
し
て
、
オ
ー

プ
ン
・
カ
ー
ニ
バ
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
本

を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
。
彼
も
、
会
場
に
足
を
運

び
感
無
量
と
い
っ
た
感
じ
で
選
手
入
場
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
、「
国
民
結
束
の
日
」
は
南

ス
ー
ダ
ン
に
と
っ
て
悲
願
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

入
場
行
進
に
引
き
続
き
、
ム
ス
リ
ム
と
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
聖
職
者
に
よ
る
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
国

歌
斉
唱
と
続
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
南
ス
ー
ダ
ン

両
国
来
賓
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
た
。
南
ス
ー
ダ
ン

政
府
要
人
は
、「
今
、
わ
れ
わ
れ
は
平
和
と
結
束
を

最
も
必
要
と
し
て
い
る
」
と
し
、
ま
た
、
暫
定
政
権

が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
若
者
を
主
役
と
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
平
和
と
統

一
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
本
大
会
の
重
要
性
と
と
も

に
、
日
本
の
協
力
に
対
す
る
賛
辞
が
繰
り
返
し
述
べ

第1回「国民結束の日」観客の様子
出所：JICA提供。
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ら
れ
た
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
の
合
間
に
は
、
南
ス
ー

ダ
ン
の
伝
統
的
な
踊
り
や
日
本
の
派
遣
施
設
隊
第
９

次
隊
に
よ
る
和
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
国
民
的

歌
手
で
あ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ケ
ン
ベ
が
歌
を
披
露

し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
伝
統
的
な
踊
り
は
カ
ラ
フ
ル

な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
ア
フ
リ

カ
独
特
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
軽
快
に
ダ
ン
ス
を
行

い
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

自
衛
隊
の
和
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
南

ス
ー
ダ
ン
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
珍
し
い
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
和
太
鼓
の
迫
力
と
和
太
鼓
を

軽
快
に
打
ち
な
ら
す
所
作
に
観
客
は
見
入
っ
た
。
そ

し
て
、
ケ
ン
ベ
氏
は
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
桑
田

佳
祐
な
み
の
人
気
歌
手
で
あ
る
。
彼
の
歌
は
、

J
I
C
A
が
お
願
い
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
タ
イ
ト

ル
は
「
我
々
の
結
束
（O

ur U
nity

）」
で
あ
っ
た
。

ダンスパフォーマンス
出所：JICA提供。
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自衛隊による和太鼓パフォーマンス
出所：JICA提供。

そ
の
歌
詞
を
紹
介
し
よ
う
。
歌
は
、
新
し
い
国
、
南

ス
ー
ダ
ン
に
必
要
な
結
束
の
重
要
性
を
歌
い
上
げ
て

い
る
。

T
he star is shining up, is shining in the 

night and in the day

（
星
は
光
り
輝
き
、
夜
も
昼
も
輝
い
て
い
る
）

T
he star is shining up, is shining in the 

night and in the day

（
星
は
光
り
輝
き
、
夜
も
昼
も
輝
い
て
い
る
）

T
o show

 us the w
ay, to show

 us the w
ay 

to build new
 Sudan 

（
新
し
い
ス
ー
ダ
ン
を
築
く
道
を
示
す
た
め
に
）

T
o show

 us the w
ay, to show

 us the w
ay 

on how
 to live in unity and peace

（�
私
た
ち
に
道
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
ど
の
よ
う
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に
結
束
と
平
和
の
中
で
生
き
て
い
く
か
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
）

Slow
ly, slow

ly, slow
ly, w

e w
ill restore a trust am

ong ourselves
（
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
っ
く
り
と
私
た
ち
は
信
頼
を
取
り
戻
す
）

Slow
ly, slow

ly, slow
ly, w

e w
ill forget the problem

s of the past

（
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
、
過
去
の
問
題
を
忘
れ
て
い
こ
う
）

T
he star is shining up, is shining in the night and in the day

（
星
は
光
り
輝
き
、
夜
も
昼
も
輝
い
て
い
る
）

I have seen the star is shining up, is shining in the day and in the night

（
私
は
、
星
が
輝
い
て
い
る
の
を
見
た
。
昼
に
も
夜
に
も
輝
い
て
い
る
）

T
o show

 us the w
ay, to show

 us the w
ay on how

 to build new
 Sudan

（
新
し
い
ス
ー
ダ
ン
を
築
く
た
め
の
道
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
）

So that it can show
 us the w

ay, to show
 us the w

ay on how
 to live in peace and unity

（
平
和
と
結
束
の
た
め
に
生
き
る
道
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
）

W
ith m

usic our unity can be strong and also w
ith sport our unity can be strong

（
音
楽
で
私
た
ち
の
結
束
は
強
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
私
た
ち
の
結
束
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

W
ith m

usic our unity can be strong and also w
ith sport our unity can be strong 
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（
音
楽
で
私
た
ち
の
結
束
は
強
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で

私
た
ち
の
結
束
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

ケ
ン
ベ
の
歌
と
と
も
に
ケ
ン
ベ
の
周
り
を
選
手
た

ち
が
取
り
囲
み
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
る

姿
は
と
て
も
印
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

開
会
式
の
模
様
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
テ
レ
ビ
で
生
放

送
さ
れ
た
ほ
か
、
当
日
夜
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
報
道
さ
れ
た
。
翌
日
の
新
聞
各
紙
に
も
、
開
会
式

の
こ
と
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ケンベ（中央）の歌と共にダンスする選手たち
出所：JICA提供。

            




